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■ 社協だより ひなたぼっこ  …１３面

■ PHOTO GALLERY  ………１４面
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長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
七
月
二
七
日（
日
）に
大
町
市
運

動
公
園
多
目
的
広
場
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

飯
伊
消
防
技
術
大
会
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
し
た
、
第
一
分
団

北
班
が
出
場
し
ま
し
た
。
喬
木
村
消
防
団
か
ら
長
野
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
大
会
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
す
る
の
は
、
実
に
十
二
年
ぶ
り

の
快
挙
で
す
。

　

北
班
は
、
こ
の
大
会
に
出
場
し
た
だ
け
で
な
く
、
更
に
準
優
勝
と

い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
一
時
雨
も
降
り
ま
し
た
が
、
毎
日
の
訓
練
の
成
果
を
十
分

に
発
揮
し
、
規
律
正
し
い
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

第
一
分
団
北
班
準
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
！

第
一
分
団 
北
班 
準
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
！

消防ポンプ操法大会結果

上田市消防団優　勝

喬木村消防団
（第一分団北班）

準優勝

宮田村消防団第３位

小布施町消防団第４位

大町市消防団第５位

飯
伊
消
防
技
術
大
会

飯
伊
消
防
技
術
大
会

　

飯
伊
消
防
技
術
大
会
が
七
月
一
三
日

（
日
）に
平
谷
村
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
村
の
操
法
大
会
で
優
勝
し
た
北
班
、

準
優
勝
の
南
班
、
ラ
ッ
パ
班
が
出
場
し

ま
し
た
。

　

当
日
の
激
し
い
雨
の
中
、
各
班
全
力

で
競
技
し
、
北
班
は
見
事
優
勝
を
収
め

ま
し
た
。
各
班
の
結
果
は
、
次
の
表
の

と
お
り
で
す
。

飯伊消防技術大会
結果

優　勝北　班

第４位南　班

第６位ラッパ班
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安否確認訓練が終了したら、各自治会で計画した訓練に参加しましょう

【目　的】　大規模地震に対応するため、住民、自主防災組織、村災害対策本部が連携を図り、迅速な安否確

認・被害状況の把握、情報提供、情報伝達を行うため、総合的な防災訓練を実施します。

【日　時】平成26年9月7日（日）　午前7時　発災
【目　標】

　①発災後60分以内での安否情報、避難状況確認　②組合ごとの避難場所の確認、安全な避難経路の確認

　③災害時要援護者の安否確認及び搬送　④デジタル移動系無線の使用確認

　⑤自治会独自の訓練による防災・減災力の向上

【訓練当日の流れ】

　7：00　J-ALERT（全国瞬時警報システム）・同報無線で地震発生と避難について広報

大規模地震の発生に備えて
9999999999月月月月月月月月月月7777777777日日日日日日日日日日9月7日（（（（（（（（（（日日日日日日日日日日））））））））））（日）ははははははははははは総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓練練練練練練練練練練総合防災訓練ににににににににににに参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加参加ししししししししししままままままままままししししししししししょょょょょょょょょょうううううううううう！！！！！！！！！！しましょう！
　私たちの住む喬木村では東海地震の指定強化地域に指定されており、そのときの震度は６弱とも想定されてい

ます。また、糸魚川静岡構造線地震、伊那谷断層帯地震など大きな地震がいつ発生するかわからない状況です。

　地震だけでなく、近年は大型の台風や集中豪雨による災害が全国で頻発しており、いざという時のために普段

からの準備が大変重要となっています。

  人的被害を最小限にするためには、顔見知りの隣近所の皆さんが集まって、お互いに協力し合うことが大切で

す。本年も村全体で総合的な防災訓練を計画しました。９月７日（日）に東海地震（震度６弱）が発生したと想定

し、自分や家族の安全確保、各組合ごと決められた避難場所へ集合、組合の皆さんの安否確認、安全な避難経路

の確保、安否確認伝達訓練を行います。

  万が一に備え、迅速かつ適切に活動できるよう、家族みんなでそろって訓練に参加しましょう。

組合ごと事前に決めた安全な集合場所に避難し、各戸の安否確認を実施しましょう

安否確認・情報伝達訓練のポイント

（J-ALERT）緊急地震速報、大地震です。大地震です。大地震です。

（同報無線）訓練訓練、ただ今喬木村で震度６弱の地震が発生しました。家族の安否を確

認していただき、直ちに集合場所に避難してください。

・家族の安否を確認　・火の元を確認　・家族全員で避難各 家 庭

・組合（隣組）の安否確認　・火災発生の有無の確認

・被災者の救助、災害時要援護者の避難援助
組 合（隣組）

・組合代表者から組合の安否情報をとりまとめる

・安否情報、被害状況を「村災害対策本部」に伝達
区・自治会

自治会独自の訓練（例）

　・地区避難所開設訓練　　　・救護訓練　　　　　　　・災害時初動訓練

　・消火器取り扱い訓練　　　・消火栓放水訓練　　　　・危険箇所の確認　など

�

�

�

�

組合（隣組）で指定した集合場所に避難

安否確認後、安全な避難経路にて地区避難所に避難

安
否
確
認
・
情
報
伝
達
訓
練
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施
設
建
設
工
事
の
起
工
式
及
び
安
全
祈
願
祭
が
、
去
る
六

月
二
二
日
に
現
地
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
構
成

町
村
理
事
者
、
組
合
議
員
、
地
権
者
、
地
元
関
係
者
、
設
計
・

監
理
者
、
施
工
者
が
出
席
し
、
無
事
の
工
事
完
成
に
向
け
決

意
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

■
現
在
の
工
事
状
況

　

現
地
で
は
、
地
中
に
基
礎
を
作

ま
す
。
こ
の
後
、
型
枠
が
組
み
立

て
ら
れ
い
よ
い
よ
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
打
ち
込
ま
れ
る
と
基
礎
の
完
成

で
す
。
こ
の
「
鉄
筋
組
立
↓
型
枠

↓
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
」
の
作
業

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
建
物
の
壁

や
柱
が
造
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
建
設
工
事
に
合

わ
せ
、
周
辺
道
路
の
改
修
な
ど
そ

の
他
の
関
連
工
事
も
引
き
続
き
進

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
工
事
も
含

め
た
工
程
計
画
は
下
表
①
の
と
お

り
で
す
。
周
辺
地
域
の
皆
様
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
当
組
合
で
進
め
て
お
り
ま
す
火
葬
場
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

■
施
設
建
設
工
事
の
起
工
式
が

　

挙
行
さ
れ
ま
し
た

る
工

事
が

着
々
と
進
ん

で
い
ま
す
。

上
に
作
ら
れ

る
建
屋
の
位

置
関
係
を
決

め
、
建
物
を

何
十
年
も
支

え
て
い
く
重

要
な
部
分
で

す
の
で
、
正

確
に
位
置
を

測
り
出
し
な

が
ら
、
慎
重

に
鉄
筋
が
組

ま
れ
て
い
き

～　下伊那北部総合事務組合からのお知らせ　～ 

下
伊
那
北
部
火
葬
場
整
備

事
業
の
状
況
に
つ
い
て

【表①】
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■
全
体
事
業
費
の

　

見
込
み
に
つ
い
て

　

現
在
ま
で
の
契
約
状
況
を
踏
ま

え
、
当
組
合
の
火
葬
場
整
備
事
業

費
見
込
を
試
算
し
ま
す
と
、
表
②

■
今
後
の
事
業
の
工
程

　

計
画
に
つ
い
て

　

今
後
は
建
設
工
事
を
粛
々
と
進

め
る
と
同
時
に
、
開
業
に
向
け
た

準
備
を
進
め
ま
す
。
具
体
的
に
は

以
下
の
よ
う
な
点
が
あ
り
ま
す
。

�
公
の
施
設
と
し
て
条
例
で
規
定

�
呼
称（
施
設
名
）の
決
定

�
管
理
・
運
営
主
体
の
決
定

�
予
約
の
方
法
、
使
用
料
金
の
決

定
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
既
に
設
け

ら
れ
て
い
る
「
火
葬
場
施
設
建
設

委
員
会
」
に
お
い
て
検
討
い
た
だ

き
、
ご
提
案
を
元
に
決
定
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
決
ま
り
ま

し
た
事
項
は
、
適
切
な
時
期
に
各

町
村
広
報
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

関
係
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
、

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
建
設

工
事
が
順
次
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
七
年
度
夏
の
開
業
に
向
け
、

引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【表②】

と
な
り
ま
す
。
そ
の
財
源
の
多
く

は
各
町
村
か
ら
の
負
担
金
で
あ
り
、

事
業
費
の
二
〇
%
を
五
町
村
で
均

等
に
、
残
る
八
〇
%
を
人
口
の
割

合
で
ご
負
担
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

◎全体事業費見込(組合分)

金　額　見　込財源区分

財

源

内

訳

事業費見込事業区分

事

業

費

内

訳

(うち喬木村※)

153百万円910 百万円町 村 負 担 金825 百万円施 設 整 備

45 百万円国 交 付 金100 百万円周辺道路等整備

－ 百万円－30 百万円付帯・関連整備

955 百万円計955 百万円計

※喬木村分はH26按分率により試算したものであり、今後の事業費・人口構成により変動します。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

下
伊
那
北
部
総
合
事
務
組
合

　

（
豊
丘
村
大
字
神
稲

三
一
二
〇
番
地
）

事
務
局　

（
豊
丘
村
役
場
内
）

電　

話　
　

－

１
６
４
０

３５

【完成予想図】



情報誌 ２０１4.9 6

　

国
民
年
金
制
度
は
、
二
〇
歳

か
ら
六
〇
歳
に
到
達
す
る
ま
で

の
四
〇
年
間
に
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
で
満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る

場
合
や
、
資
格
取
得
な
ど
の
届

出
忘
れ
に
よ
り
国
民
年
金
の
資

格
期
間
が
な
い
場
合
に
は
、
将

来
の
年
金
受
給
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
給

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る

た
め
に
法
律
が
改
正
さ
れ
、
平

成
二
四
年
一
〇
月
か
ら
国
民
年

金
の
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
期

間
が
、
過
去
二
年
か
ら
一
〇
年

に
延
長
と
な
る
後
納
制
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
過
去
一
〇
年

以
内
に
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
「
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
可
能
期
間
延
長
の

お
知
ら
せ
」
が
発
送
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
左
記
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

　

喬
木
村
役
場　

住
民
窓
口
課

住
民
係
で
も
承
り
ま
す
。

お問い合わせは
『国民年金保険料専用ダイヤル』へ

0570－011－050
月～金曜日　8：30～17：15 
第２土曜日　9：30～16：00

国
民
年
金
の
後
納
制
度

（
納
付
期
限
の
延
長
）に
つ
い
て

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
を
し
て
認
め
ら

れ
れ
ば
保
険
料
の
全
額
、

ま
た
は
一
部
が
免
除
と
な

る
「
保
険
料
免
除
制
度
」

や
「
一
部
納
付（
免
除
）制

度
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。
免

除
の
期
間
は
申
請
し
た
年

度
の
七
月
か
ら
翌
年
の
六

月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予

を
受
け
ず
保
険
料
が
未
納

の
状
態
で
、
万
が
一
障
害

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
故
が
発
生
す
る
と
、
障

害
基
礎
年
金
・
遺
族
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ

の
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

　

免
除
さ
れ
た
保
険
料
は
、

十
年
い
な
い
で
あ
れ
ば
後

か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

た
だ
し
二
年
を
過
ぎ
る

　

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶

者
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
、
保
険
料

の
納
付
が
全
額
ま
た
は
一

部
免
除
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
一
部
免
除
に
つ
い
て

は
、
一
部
納
付
保
険
料
を

納
付
し
な
い
と
未
納
期
間

と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
と
き
は
…
…

【
保
険
料
免
除
制
度
に
つ
い
て
】

① 
免
除
申
請

　

三
〇
歳
未
満
の
方
で
、

本
人
、
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
、
申
請
手
続
き
を
す
る

こ
と
で
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

② 
若
年
者
納
付

　
 
猶
予
申
請

世帯構成別の所得の「めやす」

一　部　免　除
全額免除

免除の種類

世帯構成 1/4免除半額免除3/4免除

3352822301624人世帯
(486)(420)(354)(257)ご夫婦、お子さん2人の場合

24719514292２人世帯
(376)(304)(229)(157)ご夫婦のみの場合

1891419357単身世帯
(296)(227)(158)(122)

※（　　）内は収入額のめやす 【単位：万円】

と
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。
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9
月
の
結
婚
相
談
日

○
日　

時

　

九
月
二
〇
日
（
土
）

○
時　

間

　

午
後
七
時
三
〇
分
〜
午
後
八
時
三
〇
分

○
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

喬
木
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

�　

－

４
５
６
７

３３

８月の村税等
口座振替日納期限

8月25日
（月）

◎口座振替の方
は預金の残高
確認をお願いし
ます。

9月1日
（月）

村県民税（第２期）

国 保 税（第５期）

介 護 保 険 料

後期高齢保険料

保 育 料 

上 下 水 道 料

　

高
森
町
に
あ
り
ま
す
長
野
県
南

信
農
業
試
験
場
で
は
、
今
年
も
試

験
場
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日　

時

　

九
月
六
日（
土
）

　

午
前
一
〇
時
〜
午
後
三
時

　

（
雨
天
決
行
）

お
い
で
な
ん
し
ょ
！

南
信
農
試
へ

○
場　

所

　

下
伊
那
郡
高
森
町
下
市
田
二
四
七
六

　

長
野
県
南
信
農
業
試
験
場

○
内　

容

　

�
な
し
栽
培
試
験
ほ
場
の
見
学

お
よ
び
研
究
内
容
な
ど
の
パ

ネ
ル
展
示

　

�
な
し
数
品
種
の
試
食
お
よ
び

販
売

○
問
い
合
わ
せ
先

　

�　

－

２
２
４
０

３５

　

（
担
当　

長
田
、小
仁
所
）

　

八
月
は「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

で
す
。

　

高
温
多
湿
の
夏
場
は
、
一
年
の

家
庭
で
も
電
気
の

安
全
点
検
を
！

　

財
務
省
関
東
財
務
局
長
野
財
務

事
務
所
で
は
、
地
域
の
皆
様
か
ら

の
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、

迷
わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
投
資
勧
誘
相
談

　

（
未
公
開
株
、社
債
、フ
ァ
ン
ド
）

　

�
０
２
６－

２
３
４－

５
１
２
５

○
多
重
債
務
相
談

　

（
借
金
の
返
済
）

　

�
0
2
6－

2
3
4－

2
9
7
0

無
料
相
談
窓
口
開
設

の
お
知
ら
せ

●９ ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
　次の各会場で行います。どなたでも気軽にご参加いただけ
ますので、是非お越し下さい。

 問い合わせ先  　役場 保健福祉課包括支援係　�33-1120

開催時間開  催  日会　　　場対  象  地  区

午前１０時９/３、９/１７北コミュニティ消防センター北

午後１時半９/５、９/１９第 一 公 民 館郭・寺の前

午後１時半９/１、９/２２帰牛原消防センター帰牛原・加々須

午後１時半９/１０、９/２４阿 島 傘 伝 承 館町

午前１０時９/１０、９/２４南 農 事 集 会 所南

午後１時半
９/８馬 場 伝 承 館

馬場・両平・伊久間
９/２９福 祉 セ ン タ ー

午後１時半９/１２、９/２６上 平 集 落 セ ン タ ー上　平

午前１０時９/１、９/２２田上川消防センター田上川

午前１０時９/８、９/２９富 田 陶 芸 館富田・大和知・氏乗

午後１時半９/３、９/１７大 島 公 民 館大　島

○筋力アップ体操教室
　夜間の開催となります。どなたでもご参加いただけます。

開  催  時  間会　　　場開　催　日

午後７時半福祉センター２階９月６日（土）

　

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
乗
り
合
わ
せ
に
て
の
ご
来

場
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
な

し
の
購
入
に
あ
た
り
是
非
マ
イ
バ
ッ

グ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

う
ち
で
感
電
や
電
気
事
故
の
最
も

多
い
季
節
で
す
。
こ
の
た
め
、
経

済
産
業
省
の
主
唱
の
も
と
、
八
月

を
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
と
し

て
、
全
国
一
斉
に
電
気
使
用
安
全

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

○
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

　

�
傷
ん
だ
電
線
、コ
ー
ド
を
使
っ

て
い
ま
せ
ん
か

　

�
洗
濯
機
、電
子
レ
ン
ジ
に
ア
ー

ス
は
取
り
付
け
て
あ
り
ま
す

か

　

�
漏
電
遮
断
器
は
取
付
け
て
あ

り
ま
す
か

　

�
一
つ
の
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
た

く
さ
ん
の
電
気
を
使
っ
て
い

ま
せ
ん
か

　

電
気
の
ご
相
談
は

　
　

中
部
電
気
保
安
協
会
ま
で
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農
業
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

七
月
二
〇
日
よ
り
新
委
員
で
の
体

制
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
地
に
関
す
る
ご
相
談
、
農
業

振
興
に
対
す
る
ご
意
見
等
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
各
地
区
の
農
業
委
員

ま
で
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
が

改
選
さ
れ
ま
し
た

担当地区氏　　名職　名

富　田木　下　令　三会　　長

伊久間栗　澤　武　志代　　理

氏　乗元　島　和　昭

委　　員

田上川・幕の内松　島　正　志

南・中原矢　澤　治　俊

馬場・両平宮　下　正　吾

大和知横　前　千　春

町・郭宮　澤　善　司

大　島筒　井　武　人

加々須小　山　清　志

北・寺の前・城原中　村　裕　夫

帰牛原林　　　康　彦

伊久間牧　内　洋　一

上　平羽　生　昭　惠

　

日
本
禁
煙
友
愛
会
喬
木
支

部
支
部
長
の
横
前
兼
雄
さ
ん

（
大
和
知
）が
役
場
を
訪
れ
、村

内
園
児
の
衛
生
管
理
と
児
童

生
徒
の
学
習
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
と
、
園
児
用
に

ハ
ン
カ
チ
、児
童
用
に
鉛
筆
、

生
徒
用
に
ノ
ー
ト
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
児
童

生
徒
に
は
各
校
を
通
じ
て
夏

休
み
明
け
に
配
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
一
五
日
に
開

催
さ
れ
た
成
人
式
の
生
花
代

と
し
て
一
〇
、〇
〇
〇
円
を
寄

附
い
た
だ
き
、
当
日
は
立
派

な
生
花
で
新
成
人
を
お
迎
え

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
支
部
か
ら
の
成
人
式
へ

の
生
花
寄
附
は
、
同
会
趣
旨

の
啓
蒙
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
ご
寄
付
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

日
本
禁
煙
友
愛
会
喬
木
支
部

か
ら
児
童
生
徒
へ
の
文
房
具
寄

附
と
成
人
式
生
花
の
寄
附
が
あ

り
ま
し
た

○
問
い
合
せ
先

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

飯
田
出
張
所　

�　

－

2
6
1
3

２２

募
集
種
目

航

空

学

生

一

般

曹

候

補

生

自衛官候補生
防
衛
大
学
校
学
生

（
一
般
前
期
）

防
衛
医
科
大
学
校

学

生

防

衛

医

科

大

看

護

学

生
男子女子

資　
　
　

格

　

歳
以
上

１８
　

歳
未
満
の
者

２１
　

歳
以
上

18
　

歳
未
満
の
者

27
　

歳
以
上

18
　

歳
未
満
の
者

27
　

歳
以
上

18
　

歳
未
満
の
者

2１
　

歳
以
上

18
　

歳
未
満
の
者

2１
　

歳
以
上

１８
　

歳
未
満
の
者

２１

受
付
期
間

８
月
１
日
〜

９
月
２
日

８
月
１
日
〜

９
月
９
日

８
月
１
日
〜

９
月
９
日

８
月
１
日
〜

９
月
９
日

９
月
５
日
〜

９
月　

日
３０

９
月
５
日
〜

９
月　

日
３０

９
月
５
日
〜

９
月　

日
３０

試

験

期

日

1
次
９
月　

日
２３

1
次
９
月　

日
２０

（
学
科
）
９
月　

日
２０

（
身
体
検
査
等
）

９
月　

日
、　

月
４
日
・

２７

１０

５
日
の
い
ず
れ
か

9
月　

日
２８

１
次　

月
８
・
９
日

１１

１
次　

月
１
・
２
日

１１

1
次　

月　

日

１０

１８

平
成　

年
度

２６

自
衛
官
等
募
集
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問い合わせ先　喬木村役場　産業振興課内　地域おこし協力隊　�0265－33－5126
　　　　　　　〒395－1101　長野県下伊那郡喬木村1440－1　FAX0265－33－3665

わしゃほのおやつコンテストinたかぎ・最優秀賞

【米ぬかフルーツクッキー】が商品化しました★
飯田の洋菓子店【TOP】にて、�橋聡子さん考案「米ぬ
かフルーツクッキー」が、8/1より販売中！

TOPオーナーパティシエ・原氏によるアレンジが加わり、

さらにパワーアップ！気になった方は、ぜひTOPへ足をお

運びください！

2枚入り

160円（税別）

【喬木村“名物”コンテスト】～あなたの料理が名物に～
　喬木村の魅力ある食材を使った料理コンテストを開催し、新たな食の名物を開発し、地産地消を推進することを

目的とします。最優秀作品はそのレシピによる料理を喬木村飲食店で販売し、話題喚起による喬木村への誘客と交

流人口の拡大を目指します。

【応募資格】　　喬木村名物を作りたいと思っている方ならどなたでも参加できます。プロ、アマ問いません。

【応募条件】　�喬木村の食材を使った料理であるもの。・応募点数の制限はありません。

�応募して頂いた作品レシピ等はオープンとし、喬木村の振興のために使用させていただきます。

　（平成２６年１１月開催のコンテストに参加可能な方）

【応募方法】　�応募用紙に必要事項をご記入の上、作品の写真を添付してたかぎ農村交流センターまで持参、FAX、

ご郵送下さい。なお、応募用紙は返却いたしませんので、予めご了承下さい。

　　　　　　　(※応募用紙は、交流センターにあります)

　　　　　　　スケジュール、応募条件につきましては村のHPまたは交流センターに問い合わせ下さい。

【応募締切】　　平成２６年９月３０日（火）　必着

皆さまの積極的な応募お待ちしております!!
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年長児飯ごう炊さん

「美味しいご飯になーれ」

北保育園

南保育園

中央保育園

ク
レ
ヨ
ン
と
え
の
ぐ
で
、

夜
空
を
作
り
ま
し
た

「
大
き
な
宇
宙
が
で
き
た
よ
！
」

「飯盒の中でご飯がグツグツ踊ってるよ」

「いろんないろで

きれいな花火だね」

飯盒炊さんでお父さん、お母さんの

お化けのサプライズにびっくりしま

した

おほしさまをいっぱい作ったよ

「お願いが七夕様に

届きますように」

プール　「気持ちいいよ～」

プール気持ちいいなー！（未満児）
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リズムに合わせて　鍵盤ハーモニカ ６年生　さすがの演奏です

金管バンドも活躍しました 合唱部もコンクールに向けてがんばります

ベリー＆ゴーも出演しました

7月4日（金）
　喬木第一小学校の音楽会が行われました。

　どの学級も日頃の練習の成果を発揮し､100パーセン

トの力で発表することができました。

　保護者の方や地域の方、来賓の方、多くの皆さんに

鑑賞していただき、「素晴らしい音楽会だった」と言っ

ていただきました。
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今月のテーマ

特定健診が行われます

（ヘルス・スクリーニング）

� �������������������
【健康推進係】

� �������������������

� �������������������

4月健診希望調査で「村で受ける」とご回答いただいた方へは、問診票や上記日程の中で
時間割り振り等のご案内を送ります。ご都合の悪い方は日程を変更することもできます。

申し込みをされていない方は、これからでも間に合いますので、
健康推進係までご連絡ください。　�33－5125

村の集団健診（ヘルス・スクリーニング）の予定　　　＊会場は福祉センターです

対象となる方受　付　時　間日　　付

４０～７４歳の
国民健康保険加入者

１３：００～１５：３０９：００～１１：００９月８日（月）　

１３：００～１５：３０８：３０～１１：００
９月９日（火）～

９月１１日（木）

３９歳以下、
７５歳以上後期高齢者

１３：００～１５：３０９：００～１１：００９月２４日（水）　

１３：００～１５：３０８：３０～１１：００９月２５日（木）　

《協会けんぽ加入の皆さんも　村の特定健診が受診できます》
■対　象　者　全国健康保険協会から発行された保険証をお持ちの４０歳以上のご家族（被扶養者）で、お手元に特定健

康診査受診券がある方 
■受 診 方 法　厚生連健康管理センター（�0267－82－2677）に直接受診の申込みをしてください。
　　　　　　　申込みの際、特定健康診査受診券と保険証をご用意ください。後日、健康管理センターから問診票が届

きます。受診時には「特定健康診査受診券」と「健康保険証」が必要になります。
■問い合わせ　全国健康保険協会長野支部　　�026－238－1253
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共同募金配分事業の助成を受け、住民貸出用福祉車両を購入しました
　車椅子のまま乗れる福祉車両の貸出を行ってきましたが、利用者の方から「車椅子の取り付けが大変だ」と

いうお話があり、つかまって少し立てる方が気軽に乗ることができ、また助手席シートが回転し、スライドし

ながら下降するタイプの福祉車両の貸出ができることになりました。

　つかまれば立てるけど、普通の車だと乗り降りが心配だ、という方にお勧めです。

　利用の際は事前に登録が必要になりますので、社協までお問合せ下さい。

希望の旅に行ってきました
　今年は蒲郡水族館とラグーナ蒲郡に行きました。

出発の際雨が降っており天候が心配されましたが、

なんと蒲郡は晴天でした。小さいけど楽しい水族館

に、美味しい海の幸。帰りはラグーナ蒲郡でのショッ

ピングを楽しむことができ、参加者の方も顔見知り

になり交流ができました。

ボランティアセンター準備委員会報告
　７月１４日、辰野町ボランティアセンター・世代間

交流センター茶の間と高森町ボランティアセンター

の視察に準備委員会のメンバーを含めた２１名が参加

され、立ち上げの経緯や現在の課題等をお聞きしま

した。百聞は一見にしかず、と実際のセンターを見

ることでイメージが膨らみましたが、より目的を明

確にし喬木村らしいセンター開設に向けて話し合う

ことが必要だと実感しました。今後は今までの意見

をまとめるための準備委員会が開催されます。

↑辰野町　世代間交流センター茶の間



村の話題・出来事村の話題・出来事

◆小学校音楽会
小学校では音楽会が行われました。クラスや学年、全校での合唱や合奏が披露されました。 

（写真　左　第一小学校　　　右　第二小学校）

◆中学生　農業体験学習
中学２年生が村内の農家を訪れ、農業体験学習を行い

ました。

改めて農作物の大切さを実感しました。

◆中学生　福祉体験学習
中学３年生が村内外の福祉施設を訪れ、福祉体験学

習を行いました。人を思いやる気持ちを育むことが

できました。

◆村内各地で夏祭りが開催されました
夏の風物詩である夏祭りが村内各地で開催されています。

これからも地区の特色を生かしたお祭りが行われます。
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